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尾道糸崎港機織地区国際物流ターミナル整備事業



 

港湾事業の再評価項目調書 
 

 事 業 名 （箇 所 名 ）  国際物流ターミナル整備事業（尾道糸崎港 機織地区） 

 実 施 箇 所  広島県福山市 

 該 当 基 準  再評価実施後一定期間を経過している事業 

 主 な 事 業 の 諸 元  係船杭(水深12m)(分離堤)、航路(水深12m)、泊地(水深12m)、泊地(水深10m) 

 事 業 期 間   事業採択  平成6年度  完了  平成32年度 

 総 事 業 費 ( 億 円 )  198  残 事 業 費 ( 億 円 )  43 

 目 的 ・ 必 要 性 船舶の大型化による海上輸送の効率化を図ることにより物流コストを削減するとともに、周
辺海域の環境改善を図る。 

 便 益 の 主 な 根 拠 船舶の大型化等による海上輸送コストの削減 
（平成33年予測取扱貨物量：58.7万トン/年） 

 事 業 全 体 の 
 
 投 資 効 率 性 

 基準年度  平成25年度 

 B：総便益(億円) 394  Ｃ：総費用(億円) 263  全体Ｂ／Ｃ     1.5 

 B－Ｃ 131  ＥＩＲＲ(%) 6.3  

 残事業の投資効率性  B：総便益(億円) 125  Ｃ：総費用(億円) 49  継続Ｂ／Ｃ     2.5 

 感 度 分 析                     事業全体のＢ／Ｃ    残事業のＢ／Ｃ 
 需   要（-10％～+10％）     （1.3～1.6）        （2.3～2.8） 
 建 設 費（+10％～-10％）     （1.5～1.5）        （2.3～2.8） 
建設期間（+10％～-10％）     （1.5～1.5）        （2.4～2.5） 

 事 業 の 効 果 等  当該事業を実施することにより、物流コストが削減されることで利用企業の競争力が向上し
地域経済に貢献するとともに、周辺海域の環境改善に寄与する。 

 社会情勢等の変化 
・平成20年 係船杭（水深12m）（分離堤）を暫定水深10mで供用開始。 

・平成22年 住宅エコポイント等の施策もあり、住宅リフォームが増加。 

        （住宅リフォーム市場規模：平成20年 約6.06兆円→平成25年 約7.49兆円） 

・平成28年 住生活基本計画（全国計画）を閣議決定。住宅リフォーム市場規模を平成37年

までに12兆円に増加することを目標に決定。 
 

 主な事業の進捗状況  総事業費198億円、既投資額155億円。平成28年度末現在 事業進捗率78％ 

 事業の進捗の見込み  ・平成３２年度完成予定。 

 コスト縮減や代替案 
 立 案 等 の 可 能 性 

浚渫により発生する土砂の搬入先を他港の埋立処分場から港内の人工干潟に変更するこ
とにより、約2％(約4億円)のコスト削減が図られる。 

 対 応 方 針 （原 案 ）  継続 

 対 応 方 針 理 由  事業の投資効果が確認され、港湾利用者からも早期完成が強く要望されているため。 

 そ の 他 （その他の指標による効果） 
・貨物の海上輸送の効率化により、CO2排出量の低減が図られる。 
・背後に立地する木材関連企業の主要材料である原木の輸送効率化が図られ、地域産業
競争力が向上し、雇用の確保に貢献することが期待される。 
・本事業の浚渫土砂を有効利用し、新たに干潟を創出することにより、水質・底質の改善に
貢献するとともにアサリ等の生産量の増加が期待される。 
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筏
組

し
た

原
木貯

木
場

筏
組

沖
合

泊
地

港
口

か
ら

の
波

に
影

響
さ

れ
る

沖
合

泊
地

で
の

筏
組

作
業

を
強

い
ら

れ
て

お
り

、
非

効
率

な
作

業
と

な
っ

て
い

る

①
②

③

④

④
水

面
貯

木

沖
合

泊
地

非
効

率
な

荷
役

形
態

の
状

況

①
沖

合
泊

地
で

の
原

木
投

下
②

沖
合

泊
地

に
て

筏
組

③
貯

木
場

ま
で

曳
航

④
水

面
貯

木

（
イ

メ
ー

ジ
図

）

筏
組

し
た

原
木

筏
組

み
し

た
原

木
は

、
沖

合
泊

地
か

ら
長

距
離

の
二

次
輸

送
を

余
儀

な
く
さ

れ
て

い
る

－ 7 －



５
.尾

道
糸

崎
港

の
課

題
と

事
業

目
的

尾
道
糸
崎
港
機
織
地
区

国
際

物
流

タ
ー
ミ
ナ
ル
整

備
事

業

・
係
留
施
設
・
航
路
・
泊
地
の
水
深
が
不
足
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

大
型

化
す
る
原

木
輸

送
船

が
入
港
で
き
な
い
。

課
題
１
：
船
舶
の
大
型
化

へ
の
対

応
（
原

木
輸

送
船

に
対

応
し
た
係

留
施

設
・
航

路
・
泊

地
水

深
）

課
題

２
：
非

効
率

な
荷

役
形

態
へ
の
対

応
（
岸

壁
不

足
に
よ
る
二

次
輸

送
の
発

生
）

・
大
型

係
留

施
設

が
な
い
た
め
、
原
木
を
沖
合
で
投
下
し
、

筏
組

み
の
後

に
港

内
に
２
次
輸
送
を
行
う
必
要
が
生
じ
、

輸
送

コ
ス
ト
が
割

高
と
な
っ
て
い
る
。

・
二
次

輸
送

時
に
木

皮
の
流

出
が
生
じ
る
た
め
、
周
辺
海
域
環
境
の

悪
化
が
懸
念
さ
れ
る
。

・
大

型
の
原

木
輸

送
船

が
利

用
可

能
と
な
る
施

設
整

備
・
港

内
二

次
輸

送
の
解

消
に
よ
る
物

流
の
効

率
化

事
業
の
目
的

背
後

企
業

の
国

際
競

争
力

の
強

化
を
図

る
と
と
も
に
、
周

辺
海

域
環

境
の
改

善
に
寄

与
す
る
。

26
,0
00

 

32
,0
00

 
34
,0
00

 

0

5,
00

0

10
,0
00

15
,0
00

20
,0
00

25
,0
00

30
,0
00

35
,0
00

40
,0
00

H1
9以

前
H2

3
H2

7

尾
道

糸
崎

港
に

お
け

る
原

木
輸

送
船

の
船

型
の

推
移

出
典

：
広

島
県

港
湾

漁
港

整
備

課
資

料
よ

り
広

島
港

湾
・
空

港
整

備
事

務
所

作
成

（
D

W
T
）

（
年

）

－ 8 －



６
.事

業
概

要
及

び
進

捗
状

況
尾
道
糸
崎
港
機
織
地
区

国
際

物
流

タ
ー
ミ
ナ
ル
整

備
事

業

本
事

業
の

概
要

と
進

捗
状

況
尾

道
糸

崎
港

は
広

島
県

東
部

の
木

材
取

扱
拠

点
と

し
て

整
備

を
進

め
て

お
り

、
機

織
地

区
国

際
物

流
タ

ー
ミ

ナ
ル

整
備

事
業

は
、

大
型

の
原

木
輸

送
船

に
対

応
し

た
水

深
1
2
m

及
び

水
深

1
0
m

の
水

域
施

設
、

係
留

施
設

と
効

率
的

か
つ

環
境

負
荷

低
減

に
配

慮
し

た
木

材
の

水
面

取
扱

施
設

等
を

整
備

す
る

も
の

で
あ

る
。

機
織

地
区

岸
壁

(水
深

1
0
m

)利
用

状
況

係
船

杭
（
水

深
1
2
m

）
（
分

離
堤

）
（
国

）
泊

地
（
分

離
堤

）
（
国

）
泊

地
(水

深
2
m

) 
（
県

）
泊

地
(分

離
堤

)
（
県

）貯
木

場
(-

2
m

)
（
既

設
）

航
路

(水
深

1
2
m

)
（
国

）泊
地

(水
深

1
2
m

)
（
国

）

貯
木

場
(水

深
1
m

),
(水

深
2
m

)
（
県

）

：
表

示
は

残
事

業

整
理

場
(水

深
2
m

) 
（
県

）

泊
地

(水
深

1
0
m

)
（
国

）

●
事

業
の

経
緯

・
総

事
業

費
：
1
9
8
億

円
・
整

備
期

間
：
平

成
6
年

～
平

成
3
2
年

・
平

成
2
8
年

度
末

の
既

投
資

額
：
1
5
5
億

円
・
平

成
2
8
年

度
末

の
全

体
進

捗
率

：
7
8
％

平
成

6
年

度
事

業
着

手
（
分

離
堤

）
平

成
7
年

度
事

業
着

手
（
係

船
杭

）
平

成
1
3
年

度
泊

地
(水

深
1
2
m

)整
備

着
手

平
成

1
6
年

度
航

路
(水

深
1
2
m

)整
備

着
手

平
成

2
0
年

度
係

船
杭

(水
深

1
2
m

)施
設

を
水

深
1
0
m

で
暫

定
供

用
開

始

筏
組

係
船

杭
(水

深
1
2
m

)

貯
木

場

閉
鎖

さ
れ

た
静

穏
な

施
設

内
で

の
筏

組
作

業
と

な
り

作
業

効
率

が
向

上

係
船

杭
(水

深
1
2
m

)利
用

状
況

施
設

配
置

図

（
効

率
的

な
荷

役
の

イ
メ

ー
ジ

図
）

筏
組

み
し

た
原

木
の

二
次

輸
送

距
離

が
減

少

－ 9 －



水
深

1
2
m

へ
の

増
深

に
伴

い
、

3
8
,0

0
0
D

W
T
級

の
船

舶
が

入
港

可
能

と
な

る
。

こ
れ

に
よ

り
往

復
回

数
が

減
少

す
る

こ
と

か
ら

、
年

間
1
2
.6

億
円

の
海

上
輸

送
コ

ス
ト

が
削

減
さ

れ
る

。
（
前

回
評

価
時

）

７
.事

業
効

果
①

尾
道
糸
崎
港
機
織
地
区

国
際

物
流

タ
ー
ミ
ナ
ル
整

備
事

業

輸
送

コ
ス

ト
削

減
便

益
①

（
船

舶
の

大
型

化
等

に
よ

る
コ

ス
ト

削
減

）

船
舶

大
型

化
に

よ
る

海
上

輸
送

の
効

率
化

海
上

輸
送

コ
ス

ト
2
7
.6

億
円

/
年

海
上

輸
送

コ
ス

ト
1
5
.0

億
円

/
年

輸
送

コ
ス

ト
削

減
便

益
②

（
船

舶
の

大
型

化
等

に
よ

る
コ

ス
ト

削
減

）

水
深

1
0
m

へ
の

増
深

に
伴

い
、

3
2
,0

0
0
D

W
T
級

の
船

舶
が

入
港

可
能

と
な

る
。

こ
れ

に
よ

り
往

復
回

数
が

減
少

す
る

こ
と

か
ら

、
年

間
5
.1

億
円

の
海

上
輸

送
コ

ス
ト

が
削

減
さ

れ
る

。
（
前

回
評

価
時

）

輸
送

コ
ス

ト
1
4
.8

億
円

/
年

輸
送

コ
ス

ト
9
.7

億
円

/
年

船
舶

大
型

化
に

よ
る

海
上

輸
送

の
効

率
化

対
象

船
型

：
3
2
,0

0
0
D

W
T

尾
道

糸
崎

港
(水

深
1
0
m

）

仕
出

港

w
it
h
o
u
t時

【
沖

合
泊

地
を

利
用

】
w

it
h
時

【
係

船
杭

（
水

深
1
2
m

）
】

対
象

船
型

：
2
6
,0

0
0
D

W
T

尾
道

糸
崎

港
(水

深
7
.5

m
）

仕
出

港

w
it
h
o
u
t時

【
水

深
7
.5

m
】

w
it
h
時

【
水

深
1
0
m

】

対
象

船
型

：
2
6
,0

0
0
D

W
T

尾
道

糸
崎

港
(沖

合
泊

地
）

仕
出

港
対

象
船

型
：
3
8
,0

0
0
D

W
T

尾
道

糸
崎

港
(水

深
1
2
m

）

仕
出

港

－ 10 －



荷
役

形
態

の
変

更
（
沖

合
泊

地
→

係
船

杭
）
に

よ
り

、
静

穏
な

水
域

で
の

安
定

的
な

荷
役

と
筏

組
み

作
業

が
可

能
と

な
り

、
貯

木
場

へ
の

二
次

輸
送

距
離

も
短

縮
さ

れ
る

。
こ

れ
に

よ
り

、
年

間
0
.6

億
円

の
二

次
輸

送
コ

ス
ト

が
削

減
さ

れ
る

。
（
前

回
評

価
時

）

７
.事

業
効

果
②

尾
道
糸
崎
港
機
織
地
区

国
際

物
流

タ
ー
ミ
ナ
ル
整

備
事

業

輸
送

コ
ス

ト
削

減
便

益
③

（
非

効
率

な
二

次
輸

送
の

解
消

）

荷
役

形
態

変
更

に
よ

る
二

次
輸

送
の

効
率

化

筏
組

み
係

船
杭

(水
深

1
2m

)

静
穏

な
施

設
内

で
の

作
業

と
な

り
作

業
効

率
が

向
上

貯
木

場

係
船

杭
か

ら
の

近
距

離
二

次
輸

送

貯
木

場

沖
合

泊
地

か
ら

の
長

距
離

二
次

輸
送

筏
組

み
沖

合
泊

地

沖
合

で
の

筏
組

作
業

を
強

い
ら

れ
て

お
り

、
非

効
率

な
作

業
と

な
っ

て
い

る

w
it
h
o
u
t時

【
沖

合
泊

地
を

利
用

】
w

it
h
時

【
係

船
杭

（
水

深
1
2
m

）
を

利
用

】

筏
組

み
・
二

次
輸

送
コ

ス
ト

0
.9

億
円

/
年

筏
組

み
・
二

次
輸

送
コ

ス
ト

0
.3

億
円

/
年

そ
の

他
便

益
（
港

内
清

掃
コ

ス
ト

の
削

減
）

沖
合

泊
地

で
の

水
面

投
下

が
減

少
す

る
こ

と
に

よ
り

、
木

片
回

収
の

作
業

量
が

削
減

さ
れ

る
。

こ
れ

に
よ

り
、

年
間

7
百

万
円

の
港

内
清

掃
コ

ス
ト

が
削

減
さ

れ
る

。
（
前

回
評

価
時

）

木
皮

流
出

防
止

貯
木

場

筏
組

み

沖
合

泊
地

木
皮

散
乱木

皮
回

収
船

木
皮

回
収

船

木
皮

回
収

船
筏

組
み

係
船

杭
(水

深
1
2m

)

貯
木

場

木
皮

回
収

船

w
it
h
o
u
t時

【
沖

合
泊

地
を

利
用

】

w
it
h
時

【
係

船
杭

水
深

1
2
m

を
利

用
】

港
内

清
掃

コ
ス

ト
1
4
百

万
円

/
年

港
内

清
掃

コ
ス

ト
7
百

万
円

/
年

－ 11 －



海
老

地
区

の
人

工
干

潟
の

例

７
.事

業
効

果
③

尾
道
糸
崎
港
機
織
地
区

国
際

物
流

タ
ー
ミ
ナ
ル
整

備
事

業

③
環

境
負

荷
の

軽
減

本
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

実
施

に
よ

り
、

貨
物

の
海

上
輸

送
の

効
率

化
が

図
ら

れ
、

C
O

2
排

出
量

が
約

4
0
％

削
減

さ
れ

、
N

O
x排

出
量

が
約

3
8
％

削
減

さ
れ

る
。

そ
の

他
の

効
果

①
地

域
産

業
の

安
定

・
発

展

尾
道

糸
崎

港
機

織
地

区
の

背
後

圏
で

あ
る

福
山

市
、

府
中

市
に

は
、

多
く
の

木
材

関
連

企
業

が
立

地
し

て
お

り
、

地
域

の
雇

用
・
所

得
を

支
え

る
主

要
産

業
と

な
っ

て
い

る
。

本
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

実
施

に
よ

り
、

木
材

関
連

企
業

の
主

要
材

料
で

あ
る

原
木

貨
物

の
物

流
効

率
化

が
図

ら
れ

、
地

域
産

業
競

争
力

の
更

な
る

向
上

が
期

待
さ

れ
る

。

②
人

工
干

潟
創

出
効

果

本
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

浚
渫

土
砂

を
有

効
利

用
し

、
新

た
に

干
潟

が
創

出
す

る
こ

と
に

よ
り

、
水

質
・
底

質
の

改
善

に
貢

献
す

る
と

共
に

、
ア

サ
リ

等
の

生
産

量
の

増
加

が
期

待
さ

れ
る

。

★

★
★

★
★★★

★

★

★ ★

★ ★
★★

★

★

★

★

機
織

地
区

尾
道

糸
崎

港
機

織
地

区
周

辺
の

木
材

関
係

企
業

人
工

干
潟

で
繁

殖
し

た
ア

マ
モ

人
工

干
潟

で
の

ア
サ

リ
生

産
状

況

－ 12 －



①
事

業
の

必
要

性
等

の
視

点

１
）
事

業
を

巡
る

社
会

経
済

情
勢

等
の

変
化

２
）
事

業
の

投
資

効
果

費
用

便
益

比
（
Ｂ

／
Ｃ

）
＝

１
．

５
（
事

業
全

体
）

２
．

５
（
残

事
業

）
注

：
費

用
対

効
果

分
析

に
係

る
項

目
は

H
2
5
評

価
時

点

３
）
事

業
の

進
捗

状
況

◇
総

事
業

費
：

１
９

８
億

円
（
既

投
資

額
：
１

５
５

億
円

）
◇

残
事

業
費

：
４

３
億

円
◇

事
業

進
捗

率
：

７
８

％
（
平

成
２

８
年

度
末

時
点

）

②
事

業
の

進
捗

の
見

込
み

◇
平

成
３

２
年

度
完

成
予

定
。

③
コ

ス
ト

縮
減

や
代

替
案

立
案

等
の

可
能

性

◇
浚

渫
に

よ
り

発
生

す
る

土
砂

の
搬

入
先

を
他

港
の

埋
立

処
分

場
か

ら
港

内
の

人
工

干
潟

に
変

更
す

る
こ

と
に

よ
り

、
約

２
％

（
約

４
億

円
）
の

コ
ス

ト
削

減
が

図
ら

れ
る

。

【
今

後
の

対
応

方
針

（
原

案
）
】

上
記

（
１

）
、

（
２

）
の

各
視

点
に

よ
り

木
材

物
流

の
効

率
化

と
同

時
に

尾
道

糸
崎

港
の

木
材

取
扱

拠
点

と
し

て
の

機
能

を
強

化
す

る
た

め
本

事
業

の
継

続
が

妥
当

８
．

今
後

の
対

応
方

針
（
原

案
）

尾
道
糸
崎
港
機
織
地
区

国
際

物
流

タ
ー
ミ
ナ
ル
整

備
事

業

（
１

）
再

評
価

の
視

点

◇
継

続
と

す
る

対
応

方
針

に
つ

い
て

は
妥

当
で

あ
る

。

（
２

）
港

湾
管

理
者

へ
の

意
見

照
会

結
果

◇
平

成
2
0
年

係
船

杭
（
水

深
1
2
m

）
（
分

離
堤

）
を

暫
定

水
深

1
0
m

で
供

用
開

始
。

◇
平

成
2
2
年

住
宅

エ
コ

ポ
イ

ン
ト

等
の

施
策

も
あ

り
、

住
宅

リ
フ

ォ
ー

ム
が

増
加

。
（
住

宅
リ

フ
ォ

ー
ム

市
場

規
模

：
平

成
2
0
年

約
6
.0

6
兆

円
→

平
成

2
5年

約
7
.4

9
兆

円
）

◇
平

成
2
8
年

住
生

活
基

本
計

画
（
全

国
計

画
）
を

閣
議

決
定

。
住

宅
リ

フ
ォ

ー
ム

市
場

規
模

の
目

標
を

平
成

3
7
年

に
1
2
兆

円
と

す
る

。
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９
．

費
用

対
効

果
分

析
実

施
の

判
定

尾
道
糸
崎
港
機
織
地
区

国
際

物
流

タ
ー
ミ
ナ
ル
整

備
事

業

チ
ェ

ッ
ク

欄

■ ■ ■ ■ ■ ■

　
　

■

前
回

評
価

で
費

用
対

効
果

分
析

を
実

施
し

て
い

る
■

判
断

根
拠

・
平

成
２

7
年

の
尾

道
糸

崎
港

の
原

木
輸

入
量

は
５

４
２

千
ト
ン

と
な

っ
て

お
り

、
リ

ー
マ

ン
シ

ョ
ッ

ク
以

降
は

安
定

し
て

い
る

た
め

地
元

情
勢

等
の

変
化

は
な

い
。

項
　

　
目

事
業

目
的

・
尾

道
糸

崎
港

の
既

存
施

設
の

能
力

不
足

に
伴

う
物

流
効

率
化

の
制

約
を

解
消

す
る

と
と

も
に

、
新

た
な

係
留

施
設

の
建

設
に

よ
る

港
内

二
次

輸
送

の
効

率
化

を
図

る
も

の
で

あ
り

、
事

業
目

的
に

変
更

が
な

い
。

（
ア

）
前

回
評

価
時

に
お

い
て

実
施

し
た

費
用

対
効

果
分

析
の

要
因

に
変

化
が

見
ら

れ
な

い
場

合

外
的

要
因

以
上

よ
り

、
費

用
対

効
果

分
析

を
実

施
し

な
い

も
の

と
す

る
。

２
．

需
要

量
等

の
変

更
が

な
い

判
断

根
拠

[需
要

量
等

の
減

少
が

１
０

％
※

以
内

]

３
．

事
業

費
の

変
化

判
断

根
拠

[事
業

費
の

増
加

が
１

０
％

※
以

内
]

判
　

定

内
的

要
因

＜
費

用
便

益
分

析
関

係
＞

※
た

だ
し

、
有

識
者

等
の

意
見

に
基

づ
い

て
、

感
度

分
析

の
変

動
幅

が
別

に
設

定
さ

れ
て

い
る

場
合

に
は

、
そ

の
値

を
使

用
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

注
）な

お
、

下
記

2.
～

4.
に

つ
い

て
、

各
項

目
が

感
度

分
析

幅
の

範
囲

内
で

あ
っ

て
も

、
複

数
の

要
因

の
変

化
に

よ
っ

て
、

基
準

値
を

下
回

る
こ

と
が

想
定

さ
れ

る
場

合
に

は
、

費
用

対
効

果
分

析
を

実
施

す
る

。

・
直

近
の

平
均

事
業

費
（
H

2
6
～

2
8
）
は

3
6
9
（
百

万
円

）
で

あ
り

、
費

用
対

効
果

分
析

に
要

す
る

費
用

は
5
（
百

万
円

）
で

あ
る

こ
と

か
ら

、
事

業
規

模
に

比
し

て
費

用
対

効
果

分
析

に
要

す
る

費
用

は
大

き
い

。
（
１

％
以

上
）

・
前

回
評

価
時

の
感

度
分

析
に

お
け

る
下

位
値

が
B

/
C

＝
1
.3

（
需

要
量

-
1
0
％

）
、

で
あ

る
こ

と
か

ら
、

基
準

値
の

1
.0

を
上

回
っ

て
い

る
。

・
事

業
費

は
、

前
回

評
価

時
と

今
回

評
価

で
変

更
は

な
い

。

１
．

費
用

便
益

分
析

マ
ニ

ュ
ア

ル
の

変
更

が
な

い
判

断
根

拠
[Ｂ

／
Ｃ

の
算

定
方

法
に

変
更

が
な

い
]

（
イ

）
費

用
対

効
果

分
析

を
実

施
す

る
こ

と
が

効
率

的
で

な
い

と
判

断
で

き
る

場
合

・
事

業
目

的
に

変
更

が
な

い

・
実

施
し

て
い

る
。

・
事

業
を

巡
る

社
会

経
済

情
勢

の
変

化
が

な
い

判
断

根
拠

[地
元

情
勢

等
の

変
化

が
な

い
]

・
事

業
規

模
に

比
し

て
費

用
対

効
果

分
析

に
要

す
る

費
用

が
大

き
い

判
断

根
拠

[直
近

３
カ

年
の

事
業

費
の

平
均

に
対

す
る

分
析

費
用

１
％

以
上

]
ま

た
は

、
前

回
評

価
時

の
感

度
分

析
に

お
け

る
下

位
ケ

ー
ス

値
が

基
準

値
を

上
回

っ
て

い
る

。

４
．

事
業

展
開

の
変

化

判
断

根
拠

[事
業

期
間

の
延

長
が

１
０

％
※

以
内

]

・
整

備
期

間
は

、
前

回
評

価
時

が
平

成
６

年
～

平
成

３
０

年
で

今
回

評
価

時
が

平
成

６
年

～
平

成
３

２
年

で
あ

る
こ

と
か

ら
事

業
期

間
の

延
長

が
８

％
で

、
１

０
％

以
内

で
あ

る
こ

と
か

ら
大

き
な

変
化

は
な

い
。

・
平

成
２

３
年

４
月

以
降

マ
ニ

ュ
ア

ル
の

変
更

無
し

。

・
原

木
輸

入
量

を
比

較
す

る
と

、
前

回
評

価
時

の
貨

物
需

要
量

が
４

７
９

千
ト

ン
で

今
回

評
価

時
の

貨
物

需
要

量
は

５
８

３
千

ト
ン

で
あ

る
こ

と
か

ら
、

需
要

量
等

は
増

加
し

て
い

る
。
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尾道糸崎港機織地区国際物流ターミナル整備事業

〔広島県への意見照会と回答〕
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（別紙）

事業名 「対応方針（原案）」案※ 備考

江の川総合水系環境整備事業 継続

尾道糸崎港機織地区国際物流ターミナル
整備事業

継続

■ご意見の送付期限　：　平成２８年１２月　７日（水）までにお願いします。

　　　　　　　　　　　　　　　　※様式自由

■送付先・お問い合わせ先

　　中国地方整備局　企画部企画課

　　　　　課長補佐　藤原　（内線：３１５３）

　　　　　施策分析評価係長　藤野　（内線：３１８６）

　　ＴＥＬ：０８２－２２１－９２３１（代表）

　　ＦＡＸ：０８２－２２７－２６５１

　　〒730-8530　広島市中区上八丁堀6-30 広島合同庁舎２号館

※貴県の意見を踏まえ、「中国地方整備局事業監視委員会」へ諮る対応方針（原案）を
　作成するためのものです。
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